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CM44-10121-7T2

正誤表 

 

MB90480/485 Series ハードウェアマニュアル 第7版(CM44-10121-7)に対する正誤表です。 
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16ビット・マイクロコントローラ 

MB90480/485 Series 

ハードウェアマニュアル 
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※    ：訂正箇所 

ページ 項目 訂正内容 

485 

 

24.1 「24.1-1 使用する端子の機能」を，以下の  で示すように訂正。 

 

（誤） 

端子 機能 補足説明 

MD2,MD1

,MD0 
モード端子 

MD2=1, MD1=1, MD0=0 に設定することで, シリアル書込

みモードになります。 

X0,X1 発振用端子 

シリアル書込みモード時に, CPU 内部動作クロックは

PLL クロック1 逓倍となりますので, 内部動作クロック

周波数は発振クロック周波数と同じになります。した

がって, シリアル書込みを行う場合, 高速発振入力端子

に入力可能な周波数は4.5 MHz ～ 25 MHzとなります。

   

 

（正） 

端子 機能 補足説明 

MD2,MD1

,MD0 
モード端子 

MD2=1, MD1=1, MD0=0 に設定することで, シリアル書込

みモードになります。 

X0,X1 発振用端子 

シリアル書込みモード時に, CPU 内部動作クロックは

PLL クロック1 逓倍となりますので, 内部動作クロック

周波数は発振クロック周波数と同じになります。した

がって, シリアル書込みを行う場合, 高速発振入力端子

に入力可能な周波数は4 MHz ～ 25 MHzとなります。 
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625 付録 D 「表 D.9-20 XCH Ri,ea命令（第１バイト＝7E H）」を変更 

 

(誤) 

 

  項目「A」 

 

  +Aの行 「W2+d16,A」 

 

(正) 

 

  項目「A0」 

 

  +Aの行 「@RW2+d16」 

 

  

 


